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米
作
り

県
下

一

塚
野
目
農
研
グ
ル
ー
プ
に
栄
冠
汐

国
見
町
に
初
の
農
林
大
臣
賞

汁
三
回
福
島
県
水
稲
早
植
栽
培

共

進
会
は
、
県
下

各
圸
か
ら
多
数

の

ベ
テ
ラ
ン
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
が
、
塚

野
目
農
事
研
究
会
員
が

個
人
・
グ
ル
ー
プ
共
に
県
一
匳

を

獲
得

、
晴

れ
の
農
林
大
臣
賞

受
賞

が
決
定
し
た
。

「
米
は
会

津
か
県
南
地

方
か
ら

一
位
」
の
ジ
ン
ク
ス
を
破
り
、
県
北

の
国
見
町

に
栄
誉
を
も
た
ら
し
た

の
は
初
め
て
で

あ
り
、
町

を
あ
げ

て
こ
の
実
績
を
た
た
え
て
よ
い
。

こ
の
輝
か
し
い
栄
冠

の
蔭

に
、

日
夜
研
究
に
取
組
ん
で

来
た
農

事

研
究
会
活
動
の
成
果

が
鳥

く
評

価

さ
れ
て
い
る
。
塚

野
目
農
事
研

究

会
（

会
長
菊
圸
仙
七
対
）

は
昭
和

二
十
六
年
に
誕
生
し
、
現
在
二
〇

名
の
会
員

が
稲
作
技
術
の
研

究
を

主
体

に
、
経
営
の
合
理
化

を
目
標

と
し
て
農
業
改
良
普
及

所
の
指
導

の
下
に
研
さ

ん
に
励
ん
で
い
る
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
米
二
回
の
早

樞
共
進
会
に
も
、・
個
人
・
ク
ル
ー

ゾ
共

に
入
賞
し
、
経
済
地
会

長
賞

を
そ
け

た
実
績
を
持
っ
て
い
る
。

本
年
の

成
績
は
次
の
通
り

○
佃
人
の
部

一
位

へ
農
林
大
以
こ
ど

大
字
塚
野
目
字
前
畑
三
一

佐
藤
忠
良
衣
　
（
天

才
）

収
量
　

一
〇
ア
ー
ル
当
り
　

九
一
四
、
五
九
詐

叺

グ

ル

ー

プ

の

部

一

位

（

農

林

大

臣

賞

）

大

字

塚

野

目

菊

地
　

仙

七

君

（

韲

才

）

高

橋

藤

工

門

君

（
四
一

才

）

菊

地
　

憲

七

君

（
三
（

才

）

菊

地
　

重

喜

君

（
一
こ
四
Ｔ

）

佐

藤
　

政

一

君

（

蹣

才

）

収

量
　

一

〇

ア

ー

ル

当

り

七

一

八

、
八

六

諺

農

家

に

も

定
休
日
を

八
〇
％
が
賛
成

農
家

に
は
昔
か
ら
一
日
、
八
日
、

十

五
日
、
二
十
四
日
と
大
た
い
９

つ
た
休
日
が
あ
り
、
ま
た
節
句
と

か
拝
み
講
な

ど
あ
っ
て
毎
月
少
く

と
も
四
～
五
回
の
休
養
を
と
り
、

青

年
や
婦
人
は
こ
れ
を
利
川

し
て

集
会
を
も
ち
、
い
ろ
い
ろ
学
習
や

レ
タ
ジ
Ｉ
Ｉ

シ
ョ
ン
を
や
っ
て
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

戦
時
中
の
月
月
火
水
木
金
金
の
か

け
声
が
そ
の
ま
ま
惰
性
と
な
り
、

き
ま
っ
だ
農
休
日
が
な
い
た
め
に

生
活
に
き
ま
り
が
な
く

、
作
業
は

の
ん

べ
ん
だ
ら
り
で
能
率
が
上
が

ら
ず
、
そ
の
し
わ
よ
せ
が
青
年
や

若
妻
川

に
あ
っ
ま
り
、
酉
年
離
農

や
農
家
の
踪

が
な
い
一
つ
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
近
頃

農
家
に
も
商
工
業
者
や

サ
ーフ
リ
ー

イ
ノ
の
よ
５

に
定
休

日
か
設
け
、

農
村
の
近
代
化
か
図
ら
う
と
す
る

う
ご
き

が
鉗
っ
て
い

る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

森
江

野
地
区
社
会
教
育
連
絡
協

議
会
（

会
長
後

藤
豊
松
氏
）
で
は

新
生
活

運
動

の
一
つ
と
し
て
こ
れ

を
と
り
あ
げ
、
先
ず
地
区
民
の
声

を
き

く
た
め
ア
’ソ
ケ

ー
ト
を
と
っ

た
が
そ
の
結
果

が
こ
の
ほ

ど
ま
と

ま
っ

た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば

定
休
日

を
設
け

る
こ
と
に
賛
成
の

も
の男

　

八
二
・

て（

Ｉ
セ
ソ
ト

女
　

七
七
・
八

″

今
ま
で
の
ま
ま
で

よ
い
も

の

男
　

一

七
・
ハ

パ
ー
セ

ン
ト

女
　

一

九
・
七

な

す
な
わ
ち
、
回
答
者
の
八
割
は
定

つ
だ
休
日
を
望
ん
で
お
り
、
他
の

二
割
は
今

の
ま
ま
で
よ
い
と
い
う

つ
ぎ
に
定
休
日
を
設
け

る
と
し
て

月
何
回
ぐ
ら
い
が
よ
い
か
に
対

し

（
数
字
は

パ
ー
セ
ン
ト
）

男
　
　
　
　

女

一
回
　
　

五
・
一
　
　

四
・
一
　

二
回
　

五
七
・
三
　

六
八
・
五
　

三
回
　

二

７

二
　

一

八
・
八
　

四
回
　
　

九
・
五
　
　

五
・
八

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
た
い
三
分
の

二
が
二
回
、
二
割

が
三
回
を
望

ん

で
い
る
こ

と
が
わ

か
る
。

同
協

議
会
で

は
、
こ
の
結
果
を

も
と
に
し
て
四
ど
お
り
の
試
案
を

つ
く
り

、
次
の
日
割
で
分
館
毎
に

部
落
懇
談
会
を
開
き
、
話
し
合
い

を
進
め
て
い

る
。

一
〇
日
（
月
）
神
明

一
一
日
（
火
）
森
北

二

百

（
水
）
森
西

一
三
日
（
木
）
旭

一
四
日
（

金
）
徳
南

一
五
日
（

土

）
徳
北

一

六
日
（
日
）
塚
野

目

渮
試
案

に
よ
れ
ば
二
回
の
場
合

オ
一
案
　

一
日
、
十
五
日

栄
二
案
　

栄
一
、
オ
ヨ
日
曜

三
回
の
場
合

栄
一
案
　

一
、
一
『

二
一
日

栄
二
案
　

五
ご

五
、二
五
日

と
し
、
そ
れ
に
国
民
の
祝
祭
日
や

地
域

の
な
ら
わ
し
を
お
り
こ
ん
で

お
り

、
六
月
の
農
繁
期
は
自
由
に

し
て
あ
る
。

成人おめでとう

成
人
式
に
は
派
手
な
着
物
は

え
ん
り
よ
し
ま
し
よ
う

新
春
一
月
十
五
日
、

あ
な
た
が
た
一
生
に
と

っ
て
最
も
記
念
す
べ
き

行
事
の
一
つ
と
し
て
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
が
た
の
立
澂
な
成
長
を
硴

い
、
お
と
な
の
仲
間
と
し
て
よ
ろ

こ
ん
で
お
迎
え
す
る
た
め
の
、
町

を
挙
げ
て
の
こ
の
式
典
に
、
同

級

生
の
皆
さ
ん
、
そ
ろ
つ
て
ご
出
席

下

さ
い
。

次

の
名
薄

に
も

れ
て
い
る
方
が

あ
つ
た
ら
至

急
公

民
舘（

役
川
内

）

に
お
知
ら

せ
願

い
ま
す

。

服
災
の
こ

と
で
頭

を
な
や

ま
す

な
ど
愚

か
な
こ
と
で
す
。
あ
ま
り

は
で
な
着
物
を
着

る
こ
と
は
、
他

人

に
め
い
わ
く
を
か
け
る
こ
と
に

な

る
か
ら
遠
慮
し
て
も
ら
い
た
い

と
は
毋
年
で

る
反
省
で
す
。

セ
ー

タ
ー
や

ジ
ャ

ン
パ
ー
で
参
列
す
る

人
も

あ
る
の
で
す
か
ら
、
お
互
い

質
素
な
服
装

に
努
め
ま
し
よ
う
。

［
小
坂
］
佐
藤
邦
子
、
早
田

登
、

佐
膝
匪
一
、
一
条
賢

司
、
安

膝
七

ツ
、
安
良
信
哨
、
佐
藤
和
子

、
朽

木
贖
也
、
安
膿
宏
美
、
大
野
重

好
、

野
村
テ
ル
、
竹
野
雅
子

、
長
谷
川

国
雄
、
野
村
昇

、
野
村
英
子

【
鳥
取
】

佐
藤
洋
一
、遠
藤
茂
治

、

高
橋
勝
英

、
高
橋
昭
一
、
後
藤
喜

美
子
、
瀬
戸

素
子

［
内
容
］

鴨
田
孝
子
、
菅
野
喜
美

子
、
菅
野
久
子

【
泉
田
一

渡
辺

洋
子

、
林
（

ナ
、

佐
㈹
シ
ゲ
子
、
渡
辺

三
郎
、
沢
辺

正
志
、
仲
野

節
子

、
仲

野
卜
・こ
丶

浅
野
英
子
、
吉
田

古
雄

【

藤
田
一

高
原

育
子

、
由

井
ノ

ブ

子
、
鈴
木

降
紀
、
斎
藤
宏

、
、什
島

幸
忠
、
東
海
袢
一
樹

、
武
見
津
弥

子
、
谷
津
健

二

古
川
智
子
、
秦

内

子
、
佐
藤
し
げ
、
中
村
妙
子
、

高

野
邦
男

、
古
川
怯
孝
、
矢
部
輝

雄

、
小
野
千
賀
子
、
藤
井
球
江
、

石
川
温
、
岩
城
佶
川
、
石
幡
章
、

菅
野
に
恵
子
、
紺
野
多
い
囗頑

、
秋

場
永
子
、
佐
膿
美
和
子
、
八
島
勝

子

、
奥
山
光
雄
、
大
波

卜

丶゙
子
、

光
野
利
子
、
牧
野
ツ

弋

阿
部
義

夫
、
衣
余
節
代
、
内
村
忠

昭
、
皆

妻
幣
子
、
牧
野
ツ
ヤ
子
、
山
崎

洋

子
、
小
西

弘
之
、
古
川
（

ナ
ヨ
、

池
田
光
雄
、
紺
野
敏
雄

、秦

悦
子
、

遠
藤
次
夫

、
鈴
木
京
子

、
土
屋
忠

子
、
大
竹

紀
子
、
東
畑
紀
子

、
寺

め

ミ
チ
、
五
十
嵐
絹
子
、
吉
田
澄

子
、
吉
田
忠
正

、
高
橋
朝
幸
、
高

橋
男
江

、八
八

節
子

、佐
藤
蒋
宣
、

佐
藤
勇

。
古
田
勝

美

［
石
母
田
］
菊

地
百
合
子
、
斎
藤

京
子
、
高
木
万

作
、
阿
部
不
二
子
、

宍
戸
ミ
イ
、
八
島
冨
雄

【
森
山
】
中
条
傲
、
谷
津

ト
メ
ヨ
、

古
田
正

子
、
佐
久
間
一
子
、
安
部

ト
シ
子
、近

野
敏
正
、
伊
藤
一
敏
、

武
田

陷
子
、
石
川
ツ

ヤ
子
、
古
田

洋
一
、
佐
藤
光
雄
、
古
川
フ
ミ
ェ

【
徳
江
】
八
巻
玲
子
、
斎
藤
威
、

後
回

好
弘
、
八
巻
忠
一
、
小
野
和

子
、
八
巻
玲
子
、
八
巻
福
雄
、
八

巻
美
和
子

、
斎
藤
電
宏
、
佐
久
間

芙
士
子

、佐

野
（

ツ
、
佐
野
武
男
、

佐
野
帽
子
、
後
藤
和
子
、
蓬

田
健

郎
、
推
田

キ
ミ
、
村
上
照

子
、
佐

野
テ

ツ
子

、
佐
野
増
枝
、
佐

野
ヨ

シ
子
、
徳
江
秀
男
、
大
波
瑞
子
、

後
藤
登
志
昭
、
小
池
忠
男

、
後
藤

京
子

【
塚
野
目
】
菊
地
新
古

、
寺
島
忠

男
、
佐
久
間
衛
、
佐

久
間
保
夫

「
貝
田

」
佐
藤
和
江
、
佐
藤
幸
輔
、

松
田

新
子
、
松

川
キ
ノ
、
斎
藤

金

治
、
鈴
木
美
智
子
、
佐

藤
米
子
、

佐
藤
？
ツ
子
、
古
川
富
江
、
阿
部

稔
、
斎
藤
文
男
、
吉
川
ツ
ヤ
子
、

佐
藤
光
信

【
大
木

戸
】

渡
辺

サ
ク
、
阿
部
勝

子
、
阿

部
玲
子
、
松
浦
文
夫
、
阿

部
捷
子
、
松
浦

ミ
イ
子
、
中
原
和

子
、
赤
問
良
昭
、
笠
松
勝
夫
、
遠

藤
ツ
ヤ
子
、
遠

藤
キ
ヱ

［

高
城
］
佐
藤
ｙ
ツ
子
、
忍
文
子

、

八
島
進

一
、
渡
部
ケ
イ
子
、
長
谷

川

敏
昭

【
光
明
寺
】
松
浦
藤
雄
、
渋
谷
正
、

星

野
ミ

ベ

松
浦

キ
ミ
ヨ
、
星
野

強【
四
大
枝
】
小
野
八
電
子
、
佐
膝

洋
子
、
佐
藤
元
治
、
玉

手
完

治
、

小
林

エ
ミ
ヨ
、
鈴
木
勝
英
、
佐
藤

正
和
、
菊
地
美
恵
子

【
川
内
】
大
槻
睦
夫

、
鈴
木
徳
治

、

木
村
正
子
、
鈴
木
武
男
、
岩

城
敏

雄

、
斎
藤
孝
行

ど
う
し
た
ら
農
業
は
よ
く
な
る
？

農
基
法
を
め
ぐ
る
話
し
合
い
を

晨
業

の
憲
法
と
い
わ
れ
る
農

業
基

ぶ
法
が
で
き
て
早
く
も
一

年
半

に
な
り
ま
し
た
’）
こ

の
農

業
系
本
法
に
は
農
家
が
脾
常
に

大
き
な
希
望
と
期
待
を
も
ち・
、

農
業
基
本
法
が
で
き
れ
ば
す
ぐ

農
家
が
よ
く
な
り
、
何
か
新
し

い
力
強
い
国
な
り
政
府

な
り
の

あ
た
た
か
い
手

が
さ
し
の
べ
ら

れ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
実
際
に

は
、
一
年
も
た
っ
て
い

る
の
に

そ
れ
ほ
ど
の
変
化
も
な

い
Ｌ
、

期
待
は
ず
れ
だ
と
思
っ
て
い
る

人
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

た
し
か
に
今

の
農
村
な
り
農
業

を
早
く
立
派

に
し
て
、
青
年
も

μ

ん
で
農
業
が
や
れ

る
よ
う

に

腟

も
進
ん
で
農
家

に
く

る
よ
う

に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

で

は
、
ど
の

よ
う

に
し
た
ら

農
業

は
よ
く
な

る
か
。

こ
こ
数

年
間
の
日
本
経
隣
の

発
展

は
、
世
外
の

ど
の
国
と
比

ぺ
て
も

、
け
っ
し
て
ひ
け
々
と

ら
な
い
ほ
と
す
ば
ら
し
い
も
の

で
す

。
そ
れ
は

、
農
業
以
外
の

産
業
の
め
ざ
ま
し
い
成
長
に
よ

る
も

の
で
す
。
非
常
に
進
ん
だ

新
し
い
技
術
と
設
備
を
と
り
入

れ
て

、
会
社
も
亀
う
か
る
Ｌ
働

い
て
い
る
人
の
給
料
も
ふ
え
る

よ
う
な
方
法
に
切
り
か
え

て
い

っ
た
わ
け
で
す

。
数

年
前

に
は

一
人
で
一
つ
の
も
の
を
作
っ
た

も
の
を
、
今
で
は
五
つ
も
そ
れ

以

上
も
作

る
よ
う
に
、
そ
し
て

金
体
の
所
得
を
ふ
や
す
吉
泌

に

し
て
き

た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
膿
業
は

ど
う
な
の

で
し
よ
う

か
。
十
年
前
と
比

べ

れ
ば
機
械
も
入
り
、
新
Ｌ
い
晨

薬
も
で
希

、
進

ん
グ
技
術
も
と

り
入

れ
て

収
址
も
ふ
え
で
ま
い

り
ま
し
た
、
し
か
し
、
農
地
改

革
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
自
作

呉

に
な
り
ま
し
た
が
や
は
り
耕

作
面

積
は
作
目
と
人
差
あ
り
ま
せ

ん
し
、
料
地
を
壻
川
化
・し
て
作

業

を
や
り
や
す
く
す
る
こ
と
も

そ
れ

ほ
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん

。

娶
す
る
に
、
若
干

の
農
耕
の

や
り
吉
が
変
っ
た
が
、
特
殊
な

作
物
を
除
い
て
は
経
費
を
か
け

る
割
合
に
も
う
か
ら
な
い
と
い

う
の
は
事
実
で
す

。

で
は
、
ど
う
し

た
ら
も
う
か

る
農
業
が
で
き

る
か
、
農
業
構

造
改
善

と
は

ど
ん
な
こ

と
か
、

政
府

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
又
わ
た
く
し

た
ち
農

家
で

は
ど
ん
な
考
え
を
も
っ
べ

き

か
な

ど
に
つ
い
て
皆
様
と
よ

く

お
話
し
合
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
程
は
左
記
の
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の

で
多
数

お
集
り
下
さ
る
よ
う
お

願

い
し
ま
す
。
各
部
落

の
日
時

会
場

は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す

）

記

一
月
七
Ｈ
～

一
一
日

小
坂
屶
部

同

匸

冐

’～

ヱ
（
日

藤
川
刀
部

同
一
七
日
～
二
三
日

森
汪
野
方
部

同
二
四
日
～
二
八
日

大
枝
方
部

同
二
九
日
～
三
一
日

大
木
戸
方
部

（

経
済
課
よ
り
）

全
戸
組
合
加
入
と

一
〇
〇
％
完
納
を
申
合
せ

国
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

で

は
、
十
一
月
二
十
日
役
場
会
議

室
で
臨
時
総
会
を
開
き
、
お
互
い

の
情
報
の
交
換
を
し
、
今
後
の
事

業
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

昨
年
度
は
全
町
四

七
部
落
の
う

ち
四
一
部
落
が
完
納
し
、
綜
合
九

九
、
七
〇
（

Ｉ
セ
ソ
ト
の
好
成
績

を
収
め
、
み
ん
な
で
喜
び
合
っ
た

が
、
今
年
は
更
に
そ
の
成
績
が
上

廻
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
一

〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
完
納
の
部
落
が

今
年

に
な
っ
て
脱
落
す
る
心
配
は

な
か
ろ
う
し
、
昨
年
わ
ず
か
の
と

こ

ろ
で
完
納
を
逸
し
た
六
部
落
で

も

、
今
年
こ
そ
は
と
組
合
長
を
中

心
に
全
員
一ヽ
致
し
て
努
力
し
て
い

る
。
一
番
心
配
さ
れ
て
い
る
組
合

に
入
っ
て
い
な
い
納
税
者
も
、
役

員
ら

の
熱
心
な
説
得

に
よ
っ
て
、

全
戸
加
入
が
実
現
さ
れ

る
の
も
時

間

の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
て
完
全
な
納
税
体
制

の
も
と
に

全
町
完
納
の
大
旗
が
国
見
の
里

に

ひ
ら
め
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

町
民
み

ん
な
で
期
待
し
て
い
る
。

千

ど
も

の

し
つ
け

を
語

る

十
二
月
六
日
午
後
七
時
、
塚
野

目
公
民
舘
で
は
、
国
見
町
保
護
司

会
、
町
公
民
舘

と
協
力
し
て
「
身

心
と
も
に
健
全
な
子
ど
も
を
育
て

る
に
は
・：
」

と
い
う
テ

ー
マ
で
、

親

た
ち
の
座
談
会
を
開
い
た
。
映

画
「
お
父
さ
ん
の
勉
強
」
を
見
た

あ

と
で
分
科
会

に
わ
か
れ
て
話
し

合
い
、
全
体
討

議
、
講
演
な
ど
で

有
益
な
一
夜

を
送
っ
た
。
参
加
者

六
〇
名
。

○

完

納

で

築

こ

う

一
一一
一・
’・一・
・
　
わ

が

町
　

わ

が

郷

土



み
ん
な
で
若
返
ろ
う

老
人
学
級
で
話
し
合
い

国
見
町
老
人
夕
・フ
プ
で

は
、
昨

年
十
二
月
発
会

し
て
か
ら

、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
部
毎
に
事
業
計
画
を
立

て
、
町
内
を
き

れ
い
に
す

る
た
め

に
道
路
の
清
掃
や
公
園
の
草
刈
り

を
し
た
り
、
青
少

年
育
成
の
た
め

人

格
を
尊
重
し
て

と
し
よ
り
か
ら

先
に
若
い
者
に
こ

と
ば
を
か
け
る

運
動
な
ど
、
と
し

よ
り
に
ふ
さ
わ

し
い
活
動
を
し
て

圸
域
民
に
よ
ろ

こ
ば
れ
て
き
た
。
こ
ん
ど
ま
た
各

支
部
毎
に
日
割
り

を
定
め
て
老
人

学
級
を
開
き

、公
民
舘
の
映
画
「
（

ワ
イ
」

や
「

お
父
さ
ん
の
勉
強
」

な
ど
を
見
て
勉
強
し
、
ま
た
毎
日

を
楽
し
く
過

ご
す
秘
訣
に
つ
い
て

話
し
合
っ

た
。
そ
の
秘
訣
と
し
て

田

常
に
気

を
楽
に
し
て
く
よ
く
よ

し
な
い
。

②
自
分
の
す
き
な
仕
事
を
す
る
。

圓
少

々
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
腹
を

立
て
な
い
よ
う
に
し
、
と
り
こ

Ｌ
苦
労
し
な
い
。

困

自
分

の
年
を
忘
れ
る
。

㈲
て
き

る
だ
け
歩
く
よ
う
に
し
て

若
返
え

る
。

な
ど
が

あ
る
。

老
人
学
級
日
割
り

十
一
月
十
一
日
　

小
坂

同
　
　

二
十

日
　

大
枝

同
　

二
十
三
日
　

森
江
野

同
　

二
十
五
日
　

藤
田

。若
人
の
誇
り
も
高
く
”

連

青

団
歌
発
表
会

若
八

の
団
結
の
碵
傚
と
し
て
団

歌

が
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
は
、
九

年
前
、
連
青
発
足
以

米
の
希
隰
で

あ
っ
た
が
、
こ
ん
ど
ぞ
の
願
い
が

か
な
い
、
去
る
二
日
、
午
後
一
時

藤
出
小
学
校
体
育
舘

に
お
い
て
二

千
五
百
の
観
杲
を
集
め
て
発
表
会

。を
行
な
っ
た
。
歌
詞
は
一
般
か
ら

募
集
し
た
中
か
ら
六
川
橋
力
君
の
作

が
当
選
廴
、
こ
れ

を
作
曲
者
紺
野

五
郎
氏
が
補
作
し

た
も
の
。
発
表

会

は
小
林
副
団
長

の
開
会
の
辞
、

矢

部
団

長
の
あ
・
い
さ
っ
、
作
詞
昔

鳥
橋
外
渡
米
中
に
つ
き
代
理
者
と

し
て
祖
父
の
多
利
治
氏

に
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
作
曲
者
紺
野
五
郎
氏

（
吾
妻
町
笹
木
野
）
に
感
謝
状
贈

呈
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
紺
野
先
生

指
揮
、
永
瀬
カ
ノ
先
生
伴
奏
の
も

と
、
連
青

Ｊ
Ｉ

ラ
ス
部
員
に
よ
っ

て
発
表
さ
れ
た
。
そ

の
あ
と
、
来

賓
と
し
て
町

長
・
教
育
長
・
公
民
館

長
の
激
励
の
辞
が
あ
っ
て
閉
会
。

つ
づ
い
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
ラ
ジ

オ
福
島
の
「
そ

の
う
そ

ほ

ん
と
」
公
開
録

音
や
歌

謡
大
会

が

あ
っ
て
午
後
三
時
半

終
了
し
た
。

団
長
矢
部

安
男
君
談

「
日
頃
の
願
い
が
か
な
っ
て
こ
こ

に
わ
れ
ら

の
団
歌
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
ま
こ
と

に
よ
ろ
こ
ぱ
し

い
こ
と
で
す
。
こ

の
制
定
並
び
に

発
表
会

に
お
よ
せ
下
さ
い
ま
し
た

町
民
皆
様

の
ご
声
援
と
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
わ
た
く
し

ど
も
は
、

こ
の
団
歌

に
も
ら
れ
て
い
ま
す
よ

う

に
青

年
の
誇
り
と
希
望
を
む
ね

に
い
よ
い
よ
団
結

を
固
く
し
て
勤

労
の
意
欲
を
も
や
し
、
の
び
ゆ
く

わ
が
郷
土
国
見
の
発
展
に
力

を
つ

く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も

ご
支
援
と
ご
鞭
他

の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
ぃ

国
見
町
連

合
青
年
団
歌

作
詞
　

高
橋
　

力

作
曲
　

紺
野
五
郎

Ｏ

も

の

の

ふ

古
武
士

の
　

歴
史
を
秘
め
て

厚
樫
の
　
　

峰
は
そ
び
え
る

豊
か
な
る
　

大
圸

に
い
ど
む

若
人
の
　
　

誇
り
も
高
く
　

お
お
　

国
見
　

わ
れ
ら
の

国
見
　

連
合
青
年
団

§
さ
み
ど
り
の
そ

よ
風
蔗
る

阿
武
陜
の
　

流
れ
も

は
る
か

清
ら
な
る
　

希
望

を
む
ね

に

う

る
わ
し
の
乙
女

ら
集

り

お
お
　

国
見
　

讃
え

よ

国
見
　

連
合
青
年
団

罔
団
結
の
　
　

誓

い
も

か
た
く

光
よ
ぶ
　
　

咎
妻
燉
即

ぐ

の
び
ゆ
か
ん
わ
が
故

郷
よ

勤
労
の
　
　

力
み
な
ぎ
る

お
お
　

国
見
　

歌

え
よ

国
見
　

連
合
青
年
団

急
ピ
ッ
チ
で

水

道

工

事

大
木
戸
・
大
枝
地
区
の
水
道
拡

張
工
事
は
、
圸
元
民
の
協
力

に
よ

り
、
意
外
の
進
展
を
見
せ
、
予
定

通
り
完
成
を
急
い
で
い
る
。

が
よ
ろ
し
き
々
得
る
と
同

時
に
、

町
民
協
力

Ｉ
致
の
た
座
も
の
で
あ

り

ま
し
て
、
社
会
柵
祉
増
進
の
た

め
ま
こ
と
に
お
め
で

た
い
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。。
今

で
こ
そ
、
多
少

の
苦
情
や
障
碍

が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
ま
も

な
く
国

民
皆
保

険
の
意
味
と
洽
の
あ
り
が
た
さ
が

お
わ
か
り
卜
た
だ
け

る
も
の
と
信

じ
今
後
共

変
ら

ざ
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
」

【

写
真
】
上
・
大
木
戸
小
学
校
前
の
栄
二
調
整
池
工

事

下
・
大
木
戸
圸
区

内
配
管
掘
搾
工
事

あ
な
た
の
型
は
？

ｉ
Λ
子

ど
も
の
し
つ
け
▽
－

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん

に
と
っ
て

、
お
子

さ
ん
の
し
っ

け

ほ
ど
む
ず
か
し
い
も
の
は
あ

り

ま
せ

ん
。
甘
や
か
し
す
ぎ
て

も

い
け

ま
せ
ん
が
、
と
い
っ
て

叱
り
す

ぎ
て
も
子

ど
も
は
ち
ぢ

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
つ
け
方

も

、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

ひ

と
っ
の
型

が
で

き
て
し
ま
い

ま
す

。

さ
て

、
あ

な
た
の
型
は
ど
れ

で
し
ょ
う

か
。

期
待
過
剰
型

「
た
だ
い
ま
１
、

ボ
ク
ね
、
き

よ
う
（
（

君

と
…
）
　「
何
で
す

お
ぎ
よ
う
ぎ
が
悪
い
。
チ
ャ

ン

と
力
。（

ソ
を
片
づ
け
て

か
ら

に

し
な
さ
い
。
」

坊
や

は
学
校
で
の
で
き
ご
と

を
早
く

お
か
あ

さ
ん
に
お
話
し

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
お
か
あ
さ

ん
は

キ
チ
ソ
と

し
た
紳

士
に
し

よ
う
と
し
て
い

ま
す

。
「
お
か
あ
さ

ん
、

ボ
タ
（
（

高
校
へ
進
み
た
い
ん
だ
け
ど
）

「

い
い
え
い
け
ま
せ
ん
。
Ｏ
Ｏ

高

校
は
名
門
で
す
か
ら
ね
Ｊ
で

も
子

ど
も
の
気
持
ち
に
も
な
っ

て
下
さ
い
。
親
の
″
完

全
病

”

に
ゆ
う
う
っ
さ
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
た
い
へ
ん
で
す
。

ご
用
聞
き
型

「
お
と
う
さ
ん
、
電
気
機
関

車
が
ほ
し
い
よ
Ｊ
　「
あ
あ
い
い

と
も

、
ほ
か
に
な
に
か
ほ
し
い

も
の
は
な
い

か
？
」

子

ど
も

か
ら
要
求
さ
れ
る
と

待
っ

て
ま
し

た
と
ば
か
り
希
望

を
か
な
え
て
や
り
ま
す
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
た
え
ず
子

ど
も
の

ほ
し
そ
う
な
も

の
を
買
っ
て
や

ら
な
い
と
気

が
す
み
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
親
の
も
と
で
育
っ
た

お
子
さ
ん
は
、
が
ま

ん
す
る
、

他

人
の
こ
と
を
考
え

る
、
自
分

で
努
力
す

る
と
い
う
力
が
っ
か

な
い
も

の
で
す
。

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
型

「

あ
ぶ
な
い
よ
、
エ
ソ
ピ
ツ

け
ず

る
な
ら
お
か
あ
さ
ん
に
お

か
し
／
」
　「
急
が
な
い
と
学
校

に
お
く
れ
る
よ
／
」
　「
（

ン
カ

チ
持
っ
た
Ｑ
／
チ
リ
紙
は
／

夕

ツ
は

ど
れ
は
く
の
／
）

子

ど
も
が
何
か
し
よ
う
と
す

る
と
、

か
わ
っ
て

お
か
あ
さ
ん

が
や
っ
て

し
ま
い

ま
す
。
こ
の

型

の
親

は
せ
っ

か
も
、
神
経
質

で
す
。
子

ど
も

は
た
え
ず
お
と

な
の
目
を
気
に
し

な
が
ら
行
動

す

る
よ
う
に
な
り

ま
す

。

カ
ミ

ナ
リ
型

子

ど
も

が
遊

ん
で
い
ま
す
と

「
う

る
さ
い
ツ
／

あ
っ

ち
へ
い

け
／
」

お
も

ち
や

が
ほ
し
い
と

い
え

ば
「
遊

ぶ
ひ

ま
が
あ

る
な

ら

勉
強

し
ろ
／
」

こ
れ
で

は
、

お
子

さ
ん
は
親

か
ら
離
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
自

信
を
失
い
劣
等
感

は
い
よ
い
よ

深
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

あ

な
た
ま
か
せ
型

「
子

ど
も
は
放
っ
て
お
け
ば

育
ち
ま
す
よ
Ｊ
さ
と
り
き
っ
だ

顔
で
い
い
ま
す
。
が
臾
は
さ
に

あ
ら
ず
。
子
ど
も
ぎ
ら
い
か
、

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
親

で
す
。

子

ど
も
・は
、
計
画

性
が
な
く

道
徳

な
ん
て
お
か
ま
い
な
し
、

親
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
ら
意
欲
も
あ
り
ま
せ
ん
。

千
変
万
化
型

朝

、
グ
ッ
と
叱
っ
て
締
め
た

と
思

う
と
夕
方
に
は
、
ガ
ラ
リ

と
変
っ
て
甘
や
か
し
、
次
に
は

放
任
し
て
し
ま
う
親
で
す
。
子

ど
も
は
親
の
顔

色
を
う

か
が
い

な
が
ら
ガ
ゲ
イ

ゴ
ウ

”
し
、
そ

し
て
子
ど
も

な
り
の
尺
度
で
、

親
の
心
と
は
別
な
世
界

を
築
き

ま
す
。
表
面

は
親
の
い
う
こ
と

を
聞
い
て
い

る
よ
う
で
す
が
、

心
の
中
で

は
信
頼

ゼ
ロ
な
の
で

す
。
親
た
る
も
の
お
た
が
い
に

反

省
し
た
い
も
の
で
す
。

「
広
報
ふ
く
し
ま
」

か
ら

三羽のひよこ (その後の足どり)

う
ぶ
声
を
あ
げ
て
か
ら
早

や

一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
森

西
若
妻

グ
ル
ー
プ
は
、
ど
う
や

ら
足
も
羽
根
も
強
く
な
り
、
独

り
立
ち
出
来
そ
う
な
目
信
も
つ

い
て
き

た
よ
う
だ
。
一
年
間

彼

女
ら
か

た
ど
っ
て
き
た
粢
か
ぎ

い
て
見

る
。

○
一
人
一
役

「
自
分
達
の
勉
強
は
自
分
達

の
手
で
」
を
目
標
に
し
、
一
人

一
役
を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
習

の
Ｈ
時
を
知
ら
せ

た
り
す
る
連

絡
係
。
月
一
回
学
級
費
を
襲
め

る
会
計
係
。
学
習

の
様
子
を

夕

モ
し
て
お
く
記
録
係
。
体
を
動

か
す
手
足

の
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
各
係
が
活
動

し
て
こ
そ

グ
ル

ー
プ
は
い
き
い
き

と
し
て
、
圸

に
っ
い
た
勉
峨

が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
役
目
は
一
年
女

代
と
し
、
米
年
は
別
な
係
が
庄

わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

○
農
繁
期

の
学
習

夏

の
忙

し
い
間

は
、
日
記
を

つ
け

て
学
級
生

の
心
を

つ
な
ぎ

合

う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
十
円

の
ノ
ー
ト
に
二
口
‥‥
づ
っ

書
い
て

訛
り
人
に
渡
す

リ
レ
ー

日
記
で

す

。
’・・
れ
を
三
冊
っ

づ
け
ま
し

た
が
、
と
て
も

よ
い
勉
強

に
な

り
ま
し
た
。
わ
か
ら
な

い
漢
字

が
出
て
ｙ

で
は
宇

び
き

を
ひ
ら

き
、
片
と
ち
が
う
か
な

づ
か
い

を
お
ば
え
、
子
供
に
対

し
て
も

何
と
な
く
肩
身

が
ひ
ろ
く
な
っ

た
よ
う
な
感
じ
で
す
。

○
一
日
入
学
の
延
長
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
日
入
学
の
際
、

学
校
の
先
生
が
印

刷
し
て
下

さ

つ
だ
の
を
も
と
に
、
ロ
ー

江
ｒ

の
勉
強
を
二
ヶ
月
詼
月
二
回
）つ

づ
け
、
自
分
の
名
前
だ
け
は
ど

う

や
ら
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た

。
こ
れ
か
ら
も
つ

づ
け
た

い
と
思
っ
て
い
生
す
。

Ｏ

補
助
金
を
ど
の

よ
う
に
使
う
か

勉
強
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
て
、

私
達
は
町
か
ら
補
助
金
を
頂
き

ま
し
た
。
学
級
費
と
共

に
一
年

間
の
計

幽
に
わ
り
あ
て
て
使
う

べ
き
も
の
な
の
で
し
ょ

う
が
、

と
り
あ
え
ず
社
会
見
学
を
し
た

い
と
の
声
が
強
く
、
十

月
五
日

秋
の
と
り
入
れ
直
前
に
柚
島
市

見
学
を
決
行
し
廠
し
た
。
県
庁

民
報
硅

、
農
協
池
如
ソ

フ
ジ
オ

福
島
、
中
合
を
一
行
十
二
名
は

相
当
忙
し

い
思
い
か
Ｌ
な
が
ら

も
、
い
ろ
い
ろ
と
身
を
も
っ
て

経
験
し

、
目
か
ら
も
、
耳
か
ら

も
県
郤

福
島
の
姿
を
と
ら
え
て

帰
り
ま

し
た
。

隍
復
の
旅
費
は
、
補
助
金
を

含
め
た
学
級
費
か
ら
川

し
１

し

た
の
で

、
持
ち
物
は
お
に
ダ
り

だ
け
で
し
た
。

○
忙

が
し
卜
中
に
も

潤

卜
の
あ
る
生
活
を

明

け

て

も

暮

れ

て

も

仕

事

に

追

わ

れ

が

ち

な

私

達

の

生

活

、

働

く

力

を

う

み

出

す

た

め

の

心

の

う

る

お

い

を

求

め

る

の

は

当

然

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

い

ろ

い

ろ

話

し

合

っ

た

結

果

実

用

を

か

ね

た

手

芸

で

も

し

て

見

た

卜

と

の

愚

見

が

強

く

出

？

し

た

。

旱

速

は

じ

め

た

の

が

レ

ー

ス

の

手

さ

げ

袋

あ

λ

で

す

、

は

じ

め

て

の

こ

と

で

簡

で

心

配

し

ま

１

だ

が

、

ふ

人

は

じ

め

る

と

案

外

酳

哄

に

い
……－
は

・
〃

‘
（

、

ひ

る

ま

の

疲

（

も

を

れ

て

漢

の

ひ

と

と

き

一

つ

一

つ

花

び

ら

を

あ

ん

で

ゆ

ふ

ま

し

た

。
广

こ

ん

な

だ

の

し

い

千

仕

ぷ

が

ち

る

な

ん

て

今

ま

で

隰

か

っ

Ｖ
・・・
ま

せ

ん

で

し

た

、

早

い

人

は

あ

人

あ

げ

て

小

学

生

の

作

品

と

な

ら

べ

て

嵯

覧

会

に

出

品

す

る

こ

と

が

で

七

だ

の

で

塗

。

よ

く

あ

め

た

も

の

だ

と

我

な

が

ら

下

思

議

に

な

る

ほ

ど

で

す
。
家
族
も

と
て
も

ほ
め
て
く

れ
守
し
た
。

○
家
族
の
理
解
と

協
力
に
感
謝

こ
う
し
て
ふ
り
返

っ
て
に

ま

す
と
、
私
達
の
熱
の
あ
る
こ

と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
お
姑

さ

ん
、
九

乂
ち
ゃ
ん
（

ダ
ソ
ナ
サ

匸

の
協
力
と
理
解
が
ど
れ
程

か
げ
の
力
に
な
っ
て
い
る
か
わ

か
り
幸
せ
人

）

福
島

に
行
く
時
お
に
ぎ
り
を

に
ぎ
っ
て
包

ん
で
下

さ
っ
た
お

姑

さ
ん
、
子
供
迫
の
お
も
り
を

引
芦
’う
け
て
、
か
ら
身
で
出
し

て
下
さ
っ
た
お
父
ち
ゃ
ん

。
あ

み
も

の
を
す

る
と
き
、
麗
灯
を

低

く
ｔ
て
あ
み
よ
く
し
て
下
さ

っ

た
お
父

ち
ゃ

ん
、
よ
く
な
ら

っ
て
こ

卜
よ
と
お
金
か
気
持
よ

く
下
さ
っ

た
姑
様

、
こ
れ
ら
の

温

か
い
ご
親
切
は
私
達
の
洵
に

し
入

’一
ん
で
、
心
の
底

か
ら
幸

臨
感
が
お
い
て
く
る
の
で
す

。

長
官
表
彰

の

国

民
年
金

協
力
会
も
感
謝
状

十
二
月
七
日
、
県
農
業
会
館

に

お
い
て
、
国

民
年
金
法
施
行
三
周

年
記
念
大
会

が
開
か
れ
、
席

上
、

加
入
率
、
納
付
率
共

に
九
〇

パ
ー

セ

ン
ト
以
上
の
優
良
市
町
村
十
八

団
体
が
表
彰

さ
れ
た
。
わ
か
国
見

町
も

Ｉ
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
ト
ツ

プ
レ
ベ
ル
で

社
会
保
険
庁
長
官
の

表
彰

を
受
け

た
。
又
そ
の
か
げ
に

あ
つ
て
、
最

も
大
き
な
推
進
役
割

を
果
し
て
い
る
町
の
「
年
金
協
力

委
員
会
」
　（
代
表
と
し
て
佐
藤
豊

吉
氏
出
席

）
も
県
知
事
か
ら
感
謝

状
を
受
け
た
。
赤
井
畑
町
長
談
　

「
国
民

年
金
の
趣
旨
が
よ
く
理

解
さ
れ
、
県

内
は
も
ち
ろ
ん
全
国

で
も
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
、
こ
の

た
び
長
官
表
彰

を
受
け
ま
し
た
こ

と
は
、
関
係
役
職
員
の
企
画
運
営

新
民
生
委
員

（
児

童

委
員

）

十
二
月
一
日
付
新
し
い
民
生
委

員
（

児
欹
委
員

）
が
任
命
さ
れ
、

五
Ｈ
保
原
小
学
校

講
堂
で
開
か
れ

た
伊
達
地
方
社
会

福
祉
大
会
で
辞

令
を
交
付
さ
れ

た
。
そ
の
氏
名
左

の
通
り
（
○
印
新
任

、他
は
再
任
）

熊
田
　

一
怡
　

○
紺
野
　

千
歳

「
」
奥
山
勝
太
郎
　
　

奥
山
　

ソ
マ

五
十
嵐
　

聖
　
　

高
木
　

幸
作

○
菊
地
　

正
男
　
　

高
橋
　

卜
ミヽ

佐
藤
　

元
一
　
　

安
藤
　

留
作

中
野
　

ッ
ギ
　

○

目
黒
久
太
郎

○
後
藤
　
　

清
　
　

菅
野
　

富
蔵

谷
津
　

兵
吉
　
　

近
野
　
　

稔

○
吉
田
　

光
夫
　

○
引
地
　

芳
男

徳
江
　

喜
一
　
　

大
波
　

イ
シ

佐
久
間
い
ち
　

○
斎
藤
　

与
一

大
沼
は
る
よ
　

○
松
浦
　
（

ル

ハ

島
福
太
郎
　
　

星
野
　

ッ
ギ

○
村
上
　

鉄
男
　

○
小
林

ヴ
サ
ミ

○
佐
藤
　

平
治
　
　

大
浪
　

政
吉

今
月
の
こ
と
ぱ

(編集後記)

Ｏ

淞
作
り
日
本
一
も
夢
で

は
な

い
。
反

収
十

五
俵

の
壁
っ
い

に
突
破
す
る
。
わ
が
町
十
大

ニ
ュ
ー
ス
の
一

つ
。

○
定
休
日
設
定
八
割
賛
成
。
新

正
月
は
六
割
賛
成
か
ら
始

ま

り
三
年
で
完

全
実
施
。

○
お
正
月
は
み
ん
な
の
も

の
、

み
ん
な
楽
し
く
明

る
く
こ
こ

ろ
よ
く

。忘

年
会
・
新
年
会
も

ほ
ど
ほ
ど
に
し
た
い
も

の
。

○
公
明
な
政
治
は
公
明
な
遞
挙

か
ら
。
事
前
運
動
の
た
た
り

は
事
後（

選
挙
後

）
に
起
る
。

○
一
生
に
一
度
の
成
人
式

だ
。

親
も
子
も
、
も
一
度

よ
く
考

丸
ま
し
よ
う
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ

ソ

シ
ョ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ぞ
。

○
一
年
の
計
は
正

月
に
あ
り

と

か
、
個
人
の
家
業

や
生
活

の

設
計
は
も
ち
ろ
ん
、
団
体

の

事
業
計
画
も
正

月
中

に
研
究

し
ま
し
よ
う
Ｏ

○
正
月
・
二
月
は
勉
強

の
月
、

お
父

さ
ん
も

お
母

さ
ん
も
そ

ろ
っ
て
勉
強

し
ま
し

よ
う
。

○

た

す

け

合

い

み

ん

な

で

明

る

」い

お

正

月

を

迎

え

ま

し

よ

う
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